
拝啓

　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。　
平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。
 このたび、下記検査項目におきまして、検査内容を
変更させていただきたくご案内申し上げます。
　何卒ご了承賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

敬具

●実施日 ：2020年　4月　1日（水）　受付分～

※基準範囲等の変更はございません。

●変更理由 ：日本臨床化学会より、現行のJSCC常用基準法を国際臨床化学連合

　（IFCC）と同一の測定法に変更すると発表されたため

　LD（IFCC法）の特徴

　◆診断・治療の指針、病例報告、研究発表等において海外との相互利用が容易となります。

　　また、今後の国際的治験では、一般診療との二重の測定が不要となります。

　　　　（臨床化学会ホームページより参照）

※相関図は裏面参照
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●相関図

（当社検討データ）

　＜　備考　＞

　◆試薬変更前後の測定値の差が軽微であり、健常者の測定値は許容誤差範囲内の

　　変化であることから、現在の共用基準範囲を変更する必要はありません。

　　ただし、LD５が増加することに従い、IFCC法では低めになることに

　　ご留意ください。

　　（LD５が40%を超えるような検体ではIFCC法（新）よりJSCC法（旧）が

　　10%～20%ほど高値となります。)

　　　　（臨床化学会ホームページより参照）
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